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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトの目的は、社会変動論に計算社会科学の手法でアプローチし、趨
勢論から社会が変動するメカニズムに焦点を当てた新たな社会変動論への転換を行うことだった。この目的のた
めに、一方で計算社会科学と社会変動論の接合を理論的に考察し、他方でTwitterデータ等を用いた社会変動の
実証分析を行った。エージェント・ベースト・モデルについては、Goldberg and Stein（2018）等を参考にしな
がら、社会変動に潜む意味理解に関する基礎付けを行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to approach social change theory by
 the method and technique of computational social science, and to shift from trend theories to a new
 social change theory focusing on the mechanism of social change. For this purpose, on the one hand,
 we theoretically considered the connection between computational social science and social change 
theory, and on the other hand, we conducted empirical analyses of social change using Twitter data 
and other data. Regarding agent-based modeling of social change, we laid a theoretical foundation 
for understanding the meaning hidden in social change with reference to Goldberg and Stein (2018) 
and others.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトの学術的意義は、今まで別の領域で研究されてきた社会変動論と計算社会科学を接合するこ
とで、趨勢論ではなく社会が変動するメカニズムに焦点を当てた社会変動論を構築できる可能性を明示したこと
である。このことは社会変動論の進展に貢献するともに、計算社会科学の新たなフロンティアを切り開くことに
も貢献している。
本研究プロジェクトの社会的意義は、計算社会科学の手法を用いることで短期的に社会がどの方向に変化するか
予測できる可能性を示したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
社会変動論は社会学の黎明期から社会学者にとって魅力的な研究テーマだった。コントの人
間精神と社会の 3 段階の法則やマルクスの史的唯物論を初めとして、多くの社会学者が産業化
論や近代化論のような社会変動論に取り組んできた。ここで注意すべきことは、これらの社会変
動論が趨勢命題を提示していることである。たとえば「近代化が進むと、政治の民主化が進む」
といった命題である。しかし産業化論や近代化論は第三世界の社会変動を説明できないなどと
厳しく批判された。 
 
２．研究の目的 
この学問的背景を踏まえ、本研究では、趨勢論から社会が変動するメカニズムに焦点を当てた
変動論への転換を行うことにした。この理論的志向はマックス・ウェーバーの『プロテスタンテ
ィズムの倫理と資本主義の精神』に既に見られる。彼は、プロテスタンティズムが人々を特定の
行為（天職に打ち込むことや世俗内禁欲）に向かわせ、その行為の集積から（社会変動として）
資本主義が出現したことを説明した。 
ジェームズ・コールマンはウェーバーの理論を次のように図式化した。(1)社会レベル（マクロ
レベル）のプロテスタンティズムの倫理は個人レベル（ミクロレベル）で人々に特定の宗教的志
向を植え付けた。(2)特定の宗教的志向を持った人々はそれに基づいて行為を選択した。(3)選択
された行為が社会レベル（マクロレベル）に集積して資本主義が出現した。 
マクロな先行要因が人々の行為選択を経てマクロな社会変動を生み出すというミクロ－マク
ロ移行図式は、社会変動一般に適用できる。本研究は、この図式を出発点として、計算社会科学
の柱の 1つであるエージェント・ベースト・モデルを駆使して社会変動論を刷新する。このモデ
ルでは、コンピュータ上に多数の行為者（エージェント）を作り出し、エージェントの相互作用
から社会的結果が生じる過程を分析する。したがってマクロな先行要因を変化させることで、エ
ージェントの環境が変化し、それに応じてエージェントの行為選択が変化し、最終的にマクロレ
ベルにおける社会変動につながる過程を捉えられる。しかしこの刷新のためには、社会変動にお
ける人々の自省性を図式に取り入れなければならない。プロテスタントが自分たちの仕事の意
味を問い直し、それに「天職」という意味を付与したように、マクロな社会変動の背景にはミク
ロレベルにおける人々の自省的な営みがあるからである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は「自省性を備えたエージェントがマクロな先行要因の変化に反応しつつ、自らの行為
選択の意味を問い直し、その結果がマクロレベルに集積して社会変動が生じる」という理論的仮
定を基盤として、この仮定を具体化するエージェント・ベースト・モデルを構築する。このため
に、(1)自省性や意味といった重要概念をモデルに取り入れられるように定式化し、(2)Twitter
等の大量デジタルデータを解析することによって、人々が発する意味のパターンの時間的変化
を抽出し、(3)これらの(1)と(2)の成果を取り入れたエージェント・ベースト・モデルを構築し、
それを駆使して現実の社会変動のメカニズムを解明する。 
 
４．研究成果 
 以下に研究プロジェクトによって得られた主な知見を示す。 
・先行するマクロ要因が後続する社会変動をもたらすメカニズムについて、先行マクロ要因がミ
クロレベルで人々の行為の制約条件や意味解釈の枠組を変化させ、それに基づいて人々が行
為選択を変更し、変更された行為選択がマクロレベルに集積して新たな社会変動を生み出す、
という分析枠組を構築した。 
・この分析枠組における人々の意味解釈枠組の変化を分析するためにケーススタディとして、
Twitter データを用いて日本における政治的分極化を分析した。その結果として、政治的トピ
ックとネットワークの分極化がみられることが分かった。さらに、政党党首をフォローする
人々の中には政治指向性に基づくコミュニティが形成されていることが分かった。 
・同様に、人々の意味解釈枠組の変化を分析するために、人々のコミュニケーションパターンを
議題の論理構造と個人の選考の観点から捉えるための理論的研究を行い、複数の議題が論理
的に結合している場合の集合的意思決定を扱う判断集計と個人の合理的選択の帰結を分析す
るゲーム理論を組み合わせる枠組を構築した。 
・A. Goldberg and S. K. Stein, 2018, "Beyond Social Contagion: Associative Diffusion 
and the Emergence of Cultural Variation"等を参照しながら、社会変動に潜む意味理解に
対する計算社会学的基礎付けを行った。 
・人々が、自身が望む社会制度についての意見を表明し、それに基づき、その後の集団意思決定
がなされる場面を想定したゲーム理論的モデルを構築し、表明された意見がその人物の集団
意思決定の帰結に対する選好のシグナルとなる条件を調べた。結果として、そうしたシグナル
が機能する条件は、議題数や集計コストなど集団意思決定の構造的側面に依存することがわ



かった。これは、ゲームの構造を理解したうえで人々の制度についての言説を調べれば、人々
の選好を間接的に知ることができる可能性を示している。この点は、人々の発する意味のパタ
ーンを抽出する本研究プロジェクトの枠組に則った実証研究にも示唆を与える。 
・エージェント・ベースト・モデルは、微分方程式モデルなどと異なり、集団の有限性に起因す
る確率的な浮動の影響を受け得る。その影響を考慮した進化ゲーム理論の基礎研究を行い、適
用できるゲームの範囲を既存のそれから拡張した。モデルに自省性を取り入れるという本研
究プロジェクトの目的のために、上記の結果をさらに拡張し、外部から見える行為選択と、外
部から観測できない行為自体への選好を考慮したゲームの解析を試みた。 
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